
川内たかゆき後援会　〒 889-1802　宮崎県都城市山之口町花木 2253-6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 
TEL・FAX：0986（77）5298

≪令和の機運と共に≫
陽春の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は、川内賢幸並びに後援会に対し多くのご指導、ご支援を

賜り誠にありがとうございます。2 期目も一年があっという間に過ぎ、平成最後の 3 月議会では総務委員長として過去最

高の 6 回登壇に加え、旧市民会館について委員長として総務委員を代弁して質疑に答弁しました。常に私の思いとしてあ

るのは、市民の皆様にとって最善の議決を選ぶとういうことです。新元号「令和元年」となる本年度も、ぶれることなく

走り、動き、伺ってまいります。元気みなぎる都城を目指し精進してまいります。引続き宜しくお願い致します。
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

都城市議会議員　川内　賢幸

川内たかゆき後援会便り

【平成 3 １年度一般会計予算成立】
　

2 月 2 ５日から 3 月１９日まで、3 月議会が開会されたました。本議会では、平成 3 １ｓ年度の一般会計

予算として 838.3 億円（前年比 6.6％増）が計上されました。これまで同様、3 つの宝「農林畜産業の振興」
「地の利の拡大」「人間力あふれる子どもたちの育成」をより一層輝かす予算として、多くの事業が提案され
ました。

  ●農林畜産業の振興
　◆スマート農業促進事業
　「基幹産業である農林畜産業」の更なる振興のためＩＣＴ技術等による生産性向上と高品
　質化を実現を目指す事業。スマート農業セミナーや、モデル実証を実施予定。
　◆ 6次産業化推進事業
　これまでの支援策に加え、売れる商品開発プロジェクトチームを結成。
　◆全日本ホルスタイン共進会出品対策事業
　2020 年全日本ホルスタイン共進会都城大会に向けて、別飼養管理施設導入補助や歩行訓
　練用設備導入補助を新たに事業化。
　◆牛豚鶏生産性向上対策事業　
　全国和牛共進会対策、養豚人工授精資材導入補助、鳥インフルエンザ消毒剤購入補助。

  ●地の利の拡大
　◆都城志布志道路整備関連事業
　平成３1 年 3 月 17 日に平塚 IC ～横市 IC が開通。これにより全体の 5 割開通となった都
城志布志道路。乙房ＩＣ～横市ＩＣ間が平成 33 年度供用予定。要望活動を更に強化。
　◆都城インター工業団地桜木地区整備事業
　高城町桜木地区に事業面積 29ha の新たな工業団地を整備。31 年度は市道整備や土地造
成、調整池関連工事などを行う予定。本年度事業予算は 14.1 億円。
　◆基幹道路の整備
　山之口の街区三股線、早水アリーナ周辺の鷹尾上長飯通線の整備が 31 年度に完了予定。
市役所西側の歌舞伎橋は平成 32 年度までの事業期間。



【新春賀詞交歓会】

【進政会報告会：沖水】

【地域行事挨拶】

【総務委員会視察研修：曽於市】

【骨髄バンク推進活動記念植樹】

【まちづくり協議会活動】

【スポーツ少年団等支援活動】

【乳牛・和牛子牛初競り】

【市政報告会：語る会開催】

【消防団活動：出初式】【山之口新春マラソン参加】【元旦辻立ち】

  ●人間力あふれる子どもたちの育成
　◆小中学校空調整備事業
　小中学校の全教室に空調機を新設。7月以降に工事開始。小学校 653 教室、中学校 372 教室。
　◆小中学校洋式トイレ整備事業
　国の補助を活用し、小中学校のトイレ洋式化 60％を目指す事業。現在は約 31％。
　◆予防接種費、病児・病後児保育事業拡充
　これまでの乳幼児予防接種費用助成に「ロタウィルスワクチン」を追加。
　病児・病後児保育施設として「まるのキンダーガーデン（野々美谷町）」が新設。
　◆小規模保育所推進事業
　小規模保育所（0歳～ 2歳）の設置を推進し、空き待ち児童解消を図る。31年度は新たに２カ所追
　加し合計 8カ所で実施予定。

《平成３1年３月議会　一般質問及び議会概要≫
３月議会では、「本市の観光戦略」「サツマイモ基腐病対策」「みやだいず生産拡大」について質問をしました。
この他、総務委員長として「旧市民会館解体」について委員長報告、答弁を行いました。

【本市の観光戦略について】
現在行っているミートツーリズムツアーのより一層の充実を図るとともに、山之口青井岳キャンプ場
について、7月8月のみの利用ではなく魅力を最大限生かすために通年利用と施設充実を図るよう提案。

【サツマイモ基腐病対策について】
昨年初めて発生が確認された「サツマイモ基腐病」については、肉と焼酎のまち都城を脅かす重大な
事案であるため、国・県と連携して防除補助や対策の充実を図るよう提案。

【みやだいずの生産拡大について】
本市の在来種である「みやだいず」について特産品として力を入れるのであれば、生産拡大が不可欠。
本市の大豆作付面積は 184ha。みやだいずは 7.6ha のため契約農家を増やし、品種特性を更に高める
取組を行うよう提案。

◎旧都城市民会館解体について
市は、旧市民会館解体予算 1.9 億円を提案。総務委員会では、解体についてより慎重に審査するために審査予備

日を使って現地調査や参考人招致を行い審査。委員会採決では、委員長の私を除く 6 名中 5 名が解体予算に反対。

これにより委員会提出議案として、当初予算から解体予算を削除した修正案を提出。本会議での採決の結果、

無記名投票にて 12 対 16 で修正案が否決。これにより原案が可決され本年度中の旧市民会館解体が決定。
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